
国の認知症政策において、早期発見・早期対応の推進は主要な項目のひとつであり、市町村は包括的支援事業としてその役割を中心的に

担っているが対応には限界がある。行政だけでなく、広く民間企業をも含んだ地域社会におけるステークホルダーと連携し、多様な機会や

場面を活用して様々な支援の在り方を考案し、仕組みを構築することが必要である。仕組みの検討には、発見や対応を遅らせてしまう要因

である不安感や経済的側面も含めた意識とニーズの把握と多様な人々を早期発見の機会につなぎ、発見後には支援につなぐ仕組みが不可欠

である。本研究では、地域住民に対して認知症の早期発見・早期対応に関連する意識とニーズのアンケート調査を行う。 
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